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誰もが自分の未来を決めることができる世界
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五常財団代表理事

慎 泰俊
バングラデシュ  カパシアのシトロッカ川を
渡航  / Rania Manayra

皆様のお陰で、2022年に五常財団を設立することができました。財団が最終的に目指すところは大きいですが、私たちは
小さなプロジェクトから始めました。実際のところ、多くの成功した組織は長いプロジェクト期間を有しているものです。その
理由は、こうしたプロジェクトを実施するうちに、様々なアイデアを模索し、仮説を精緻化させていくことができるからだと思
います。

2022年には国家財政が破綻したスリランカで緊急支援プロジェクトを開始し、7,500人の健康リスクが高いとされる妊婦に
緊急支援を提供しました。このプロジェクトを通じて、五常財団は、五常・アンド・カンパニーのグループ会社の支店網を活
かすことで、他の国際NGO等よりも早く支援を届けることができることを学びました。

また、2022年には助成案件選定のプロセスを確立させ、初回の助成案件を確定しました。第一号案件は、非識字者らを
対象にしたフィナンシャル・ダイアリーズ・プロジェクトです。フィナンシャル・ダイアリーズ事業を選んだのは、このプロジェク
トが低所得者層の金融行動について大きな示唆をもたらしてくれるからです。

将来には財団は大きな基本財産を有して活動することを目指していますが、現時点では十分な資金を有していません。そ
のため、私たちは財団としてのファンドレイジングをはじめました。現時点では公益認定（税優遇資格）を有していないにも
かかわらず、この1年の間に約2,000万円の寄付を集めることができました。2023年には公益認定申請を行い、より多くの
寄付を集めていきたいと考えています。

2022年における第一歩は小さなものでしたが、意義のあるものだったと思います。重ね重ね、皆様の支援に心から感謝し
ています。これからも、世界に着実にインパクトをもたらしていきたいと思います。
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財団について

組織名 一般財団法人五常

設立 2022年2月

代表理事 慎 泰俊

所在地 東京都渋谷区

活動内容 金融包摂  / ジェンダー平等  / 
子供の貧困削減  / 変革のためのデザインに
関する社会課題解決支援

タジキスタンのマイクロファイナンス利用者。
もともとは城で現在美術館として活用されている
近隣の施設に勤務し生計を立てている。 慎 泰俊

ビジョン ミッション

誰もが自分の未来を決めることができる世界 一般的な営利企業からは十分なサービスを享受できない

人々の生活を向上させる革新的なソリューションへの

資金提供と研究の実施
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今年度の主な活動

スリランカ緊急支援プロジェクトで約 7,500名の妊婦に食糧支援を提供しました

助成事業に係る選考委員会を設置し、五常財団にとって初めての調査研究プロジェクトとし

て、カナダのNGOであるMy Oral Villageがバングラデシュで展開する Oralizing Financial 

Diaries Project（非識字者らを対象としたフィナンシャル・ダイアリーズ・プロジェクト）を助成

事業として承認しました

運営方針の決定、主要規程の制定、ウェブサイト開設、寄付手続きの整備、公益認定申請

の準備等の運営基盤を確立しました
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スリランカ
緊急支援プロジェクト

スリランカの八百屋 / 慎 泰俊 4



背景

スリランカはCOVID-19、政情不安、世界的なインフレの影響を受け、建

国以来最大の危機を迎えました。2022年5月ごろから人々の生活は急

速に悪化し、収入の激減、物価の高騰により最低限の食糧へのアクセ

スすらままならなくなりました。政府や国際NGOによる支援が遅々として

進まないなか、2022年6月、緊急支援プロジェクトを立ち上げ、特に健康

リスクの高い妊娠中の女性に食料を届けることを決定しました。

五常財団は約1,500万円の寄付を募り、五常・アンド・カンパニーのグ

ループ会社であるSejaya Micro Credit Ltd.（以下「Sejaya」）を通じて支援

を実施しました。スリランカの厚生省（Ministry of Health）と連携して、妊

娠中の女性に現地大手スーパーマーケットのCargillsで食糧と交換でき

るバウチャーを提供しました。バウチャーは一人当たり5,000スリランカ

ルピー（約1,800円）で、一世帯が約一週間分の食糧を購入できる金額

です。

スリランカの母子手帳 / 慎 泰俊
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2022年 
5月

理事会にて緊急支援プロジェクトを承

認。SejayaのCEOを招いて現地の状況

を伝えるためのウェビナーを開催、資金

調達を開始。

2022年 
6月

2022年 
9月

2022年 
11月

2022年 
12月

政情不安により、

食料価格が高騰。

Sejayaが支店を展開する地域の厚

生省と連携し、登録されている妊娠

中の女性のリストを作成。

1,500万円

（4,500万スリランカルピー）

の寄付金調達を達成。

Sejayaを通じてバウ

チャーの配布を開始。

全受益者にバウチャーを配布。

バウチャーを受け取った

女性のうち100名にサー

ベイを実施。

報告書及びウェビナーを

通じて活動報告。
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プロジェクトの成果

現地の事情を熟知するSejayaの従業員を通じて、迅速に支援を届

けることができました。五常・アンド・カンパニーのグループ会社が

各国のほぼすべての州・県に支店があることを活かし、他の国際

機関や国際NGOよりも早く支援を届けられることが、緊急支援に

おける五常財団の強みであることを確認できました

スーパーマーケットのCargillsで食糧と交換できる、一人当たり5,000

スリランカルピー（約1,800円）のバウチャーを7,436名の妊婦に提供

しました

バウチャーはほとんどの場合、配布した当日または翌日に米、ダー

ル（豆）、シリアル、砂糖などの必需品や、栄養価の高い肉や魚、フ

ルーツなどの購入に使用され、サーベイの回答者の95%が、バウ

チャーの家計へのインパクトが大きかったと回答しています

五常・アンド・カンパニーで実施しているスリランカのフィナンシャ

ル・ダイアリーズ調査は、現地の人々の経済状況をリアルタイム

で映し出す貴重な活動であることが分かりました。これがなけれ

ば、スリランカの人々の危機をすぐに認識できなかった可能性が

あります
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Sejayaと厚生省のスタッフメンバー  / 慎 泰俊

プログラム説明  Sejaya キリノッチ支店  / Sejaya Micro Credit Ltd.プログラムの受益者  / 慎 泰俊
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受益者からのメッセージ

現在の経済危機は私たちの家庭に、特に食料や栄養を確保するという点で
多大な影響を与えました。

家庭菜園プログラムが推進されていますが、実際にはこれだけで課題に対処
するには限界があります。 

食料品の価格が急速に上昇していて、スリランカでは主食であるお米さえ購
入できない母親もいます。

このような状況下で、五常財団とSejayaからの経済的支援は少なくとも1ヵ月
は私たちの栄養確保というニーズを満たす上で大いに助けとなりました。

全ての母親の代表として五常財団とSejayaに感謝の意を表明したいと思いま
す。
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http://drive.google.com/file/d/1gLRP_QmT31tXoqNg3-UtPz_eDkZU_to4/view


金融包摂を目的とした助成事業

バングラデシュのキショアガンジ地区では稲田が豊富  / 大場  有紗 10



背景

五常財団は、一般的な営利マイクロファイナンス機関によるサービス提供が困難

な「起業家でない貧困層（Non-entrepreneurial poor, NEP）と呼ばれる人々の生

活を向上させるソリューションへの資金提供と研究を実施します。

本年度は、革新的で大きなインパクトを見込めるプロジェクトを募集するため、助

成事業選定のプロセスを策定しました。

Hrishiparaのストリート探索  / Rania Manayra 11



助成金応募要件

テーマ 起業家でない貧困層（NEP）の金融包摂

助成期間 1〜2年以内（3年目まで延長の可能性あり）

成果物 - 解決したい課題、プロジェクト計画
- 半期毎の活動報告（ミーティング・書面）
- 最終報告（ミーティング・書面）
- その他、合意した形式でのレポーティング
- 調査結果の公表

応募資格 - 個人でなく、企業・非営利団体・行政機関等の団体であること
- 英語でのコミュニケーションが可能であること
- プロジェクトを遂行するリソース、スキル、ネットワーク、経験を有していること

助成金額 １プロジェクトあたり最大50,000米ドル

応募期間 2022/04/01 〜 2023/03/31

選定 助成事業選定委員会による審査、理事会における承認
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1 融資 ● 「起業家でない貧困層（ Non-entrepreneurial poor, NEP）は、満期構造や

支払時期などについてより柔軟性の高い融資を望んでいる

● NEPにとっては借入より貯蓄を増やすことがより重要である。そして、貯蓄を担保

に借入を行うことで、より安く低ストレスで資金を運用したいと考えている

2 貯蓄 ● 貯蓄グループ（地元に昔から存在する定期貯蓄の寄り合い）はその運営を

支援するサービスがあることでより大きく成長する

● ROSCA（日本でいうところの無尽講）は大きく成長する可能性を秘めている

調査研究を通じて立証したい仮説群

1

2
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3 組織運営 ● NEPが必要としている資金の大部分は、村の他の人々が有している余剰資金で

まかなうことができる

● 村のコミュニティ機能を果たしている組織（協会、寺、モスク、自治会、

組合など）は金融サービス提供の組織運営に大きな役割を果たしうる

● 学校にほとんど通わなかった地元の若い女性を採用し訓練すれば、上記に

述べた金融サービス提供の最高の従業員となる

4 テクノロジーの活用 ● リテラシーが低い人々であっても、スタッフの支援を受けながら利用する

ことで、モバイル金融サービスを使用することができるようになる

5 質的リサーチの意義 ● 現地訪問や深いインタビューに基づいて得られた洞察が課題解決の基点であり、

データ等はそれらの洞察があってこそ意味をなす

3

4

5
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非識字者（数字が読めない人を含む）を対象にした
ファイナンシャル・ダイアリーズ・プロジェクト

バングラデシュ  Hrishipara村の朝  / 大場  有紗 15



背景

金融サービスに対する信用の欠如によって、字や数字が読めない人（非識字者）は金融

サービスを十分に活用することが難しく、これが金融アクセスからの排除の大きな要因と

なっています。

従来の研究により、家計簿の活用は、より多くの貯蓄など経済活動のポジティブな変化

や、主に女性である家計簿記入者の家庭内における発言力の強化につながるとされて

います。ただし、この効果は、家計簿を自ら記録できる識字者を対象として検証されてお

り、非識字者を対象とした研究はされていません。

2022年9月、助成事業選定委員会は、カナダのNGOであるMy Oral Villageがバングラデシュで展

開する、Oralizing Financial Diaries Projectに対する助成金の提供を決定しました。

*フィナンシャル・ダイアリーズは長期間にわたり低所得世帯の

日々の財務取引データを詳細に収集するための研究方法論です。Hirishipara村 / 大場  有紗

フィナンシャル・ダイアリーズは、家計に対する詳細かつ長期にわたるキャッシュフローの

調査です。家計簿の活用により詳細な家計の収入と支出、貯蓄、借入といった、お金の

やりくりに関する情報をデジタルデータ化して分析します。



プロジェクトの狙い

My Oral Villageが開発してきた非識字者ら向けツールを利用して家計簿を記入してもらうグループ（ 40人）と、

記入しないグループ（ 20人）を組成し、以下 3つの仮説を立証します。

字や数字が読めない人であっても、適切なツールがあれば家計簿を利用する。

口述での入力

家計簿記入を始めることで、非識字者らの経済行動は変化する。第三者に家計簿を記入してもらうよりも、自ら家計簿を

記入することで、金融サービスを活用しやすくなる、または既存の経済システムに適用しやすくなる。
自ら家計簿に

記録する効果

字や数字が読めない低所得層の経済行動は他の低所得層と概ね同じである（=低所得層向けのサービス開発がそ

のまま非識字者らにも裨益する）。字や数字が読めない人に家計の生活の実態をフィードバックすることで、金融リ

テラシーの向上につながる。
口述でのフィードバック
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プロジェクト体制

My Oral Village、MicroSave Consulting（金融包摂に取

り組む国際コンサルティングファーム）、 Hrishipara Daily 

Diaries Project（バングラデシュで行われているフィナン

シャル・ダイアリーズ・プロジェクト）との共同調査

実施期間：10ヵ月

助成金：50,000米ドル

MOVEが作成したシエラレオネのクレジット・ユニオン・パスブックから

の詳細。  MOVEは文盲の人が簡単に操作できるようアイコンや数字の

表がある記録テンプレートを配布する。

/ My Oral Village

2023年夏ごろを目途に中間報告レポートを、 2024年中

に最終報告レポートを送付します。 MOVの創設者であ

るBrett MatthewsとともにZoomでの最終報告会を行い

ます。
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ラダックのヤギ飼い / 慎 泰俊 19



貸借対照表
科　目 金　額 科　目 金　額

資産の部 : 負債の部 :

流動資産 1,832,186 流動負債 1,535,687

現金及び預金 1,830,186 未払金 1,518,044

未収入金 2,000 未払法人税等 5,800

預り金 11,843

固定資産 3,529,440 固定負債 0

特定資産 3,529,440

現金及び預金 3,342,440

未収入金 187,000

負債合計 1,535,687

正味財産の部:

指定正味財産 3,529,440

一般正味財産 296,499

正味財産の部合計 3,825,939

資産合計 5,361,626 負債・正味財産合計 5,361,626

2022年12月31日時点 / 単位：円

20



正味財産増減計算書
2022年12月31日の年度末 / 単位： 円



組織体制

評議員

ブリッジ・モハン

Ananya Finance for Inclusive Growth Pvt. Ltd.の

元会長、元インド開発銀行のエグゼクティブ・ディ

レクター。「インドのマイクロファイナンスの父」と

よばれる。

キンバリー・ウィルソン

タフツ大学Senior Lecturer。金融包摂に関する

数多くのコンサルティングを実施。

国際NGOのディレクター等を経て現職。

山本 修

ユニゾン・キャピタル株式会社のパートナー。マッ

キンゼー・アンド・カンパニー等を経て現職。個人

的に各種チャリティに従事。
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理事

慎 泰俊（代表理事）

五常・アンド・カンパニー共同創業者兼代表執行役。認

定NPO法人Living in Peace共同創業者。日本児童相談

業務評価機関共同創業者

昭和女子大学教授。以前は公益財団法人 東京財団の

常務理事として財団の運営に従事。

柏倉 美保子

ビルメリンダ・ゲイツ財団日本代表。

以前は世界経済フォーラム等で勤務。

監事

細川 兼嗣

MUFG Innovation Partnersジェネラルカウンセル。
Social Venture Partners International理事、
UWCISAK監事などを務める。

今井 章子

アドバイザー

スチュアート・ラザフォード
世界的なマイクロファイナンスの研究者・実務家。
バングラデシュにてSafeSaveを創業、後にBRACへ売却。
フィナンシャル・ダイアリーズ・プロジェクトを世界に先駆け
て始め、業界に大きな影響を与えた。著書多数。五常・ア
ンド・カンパニー取締役。
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事務局

斉木 愛子

株式会社パレスサイドコンサルティング代表と兼職。以

前は認定NPO法人Living in Peaceの正社員として国内

の子ども支援プロジェクトに従事。

大場 有紗

五常・アンド・カンパニーIRチームと兼職。

大学在学中にタンザニアで女性のエンパワメントプログ

ラムに従事。

田中 はる奈

五常・アンド・カンパニー経営企画チームと兼職。仕事の

傍らSocial Venture Partners Tokyoのパートナーとして

社会課題解決に従事。

ラニア・マナイラ

慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス琴坂将広研究会所

属。五常・アンド・カンパニーのインターンとしてソーシャ

ル・パフォーマンス・マネージメント、フィナンシャル・ダイ

アリー調査などに従事。

菅沼 小春

公認会計士・税理士。五常・アンド・カンパニー経営管理
チームと兼職。以前は認定NPO法人Living in Peaceに
てマイクロファイナンスPJに従事。

竹内 潤平

株式会社マネーフォワード経営企画チームと兼職。大学

在学中に五常・アンド・カンパニーのインターンとして、

財団設立に従事。
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寄付のお願い

五常財団と五常・アンド・カンパニーは偉大な組織として世界史に大きな足跡を残すために努力しています。皆様か

らの寄付を心よりお願い申し上げます。

もし寛大にも当財団に寄付をご検討いただける場合は、 ご寄付受付フォームからお問い合わせください。

フォームが送信された後、当方から銀行口座番号等の詳細をご連絡いたします。

クレジットカードを利用して、毎月の定額寄付、または今回のみの寄付をお申し込み頂けます。

クレジットカード決済用ページ より金額を選択のうえ、ご登録ください。

ただし、当財団は一般財団法人であり個人からの寄付は所得税の控除対象とはなりません。

法人の場合は一定額まで税金控除が認められますので、ご注意ください。
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf1mbThfMS9D924KRvDedWFHbR_azeHU-gK8OYI0jUl6BMg3Q/viewform
https://gojofoundation.org/donate/


貢献者

慎 泰俊 / 大場 有紗 / 田中 はる奈  / 菅沼 小春 / 竹内 潤平 / ラニア・マナイラ

連絡先

info@gojofoundation.org

当報告書へのフィードバックや質問がある際は、お気軽にご連絡ください。

所在地：東京都渋谷区

www.gojofoundation.org
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